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～ 地域で除排雪を手助け ～
　赤石芸能保存会（会長　世永良貴さん）では、赤石町内のひとり暮らし宅の除排雪作業を行いました。
　この活動は毎年行われており、会員が屋根から落ちて軒下に積もった雪や庭の雪を丁寧に除排雪しました。
　作業が行われた家の方は、「今年は雪が多くてどうしようかと思っていたが、きれいに片付き助かった」と
話していました。� 令和７年２月８日

　　鰺ヶ沢町議会ホームページへアクセス ＱＲコードは
こちらから

第４回定例会、町が豪雪対策本部を設置� ２～３

一般質問（21人が傍聴）� ４～５

議会活動、議会開催状況� ６～７
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令和６年
第４回
定例会
会期

12月６日～10日
　

令
和
６
年
第
４
回
定
例
会
が
12
月
６
日
か
ら
10
日
ま
で
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
に
は
、
議
案
９
件
、
報
告
６
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
日
の
一
般
質
問
で
は
、
議
員
２
名
が
継
業
バ
ン
ク
事
業
に
つ
い
て
、
高
校
生
へ
の
支
援

に
つ
い
て
な
ど
を
町
政
へ
問
い
ま
し
た
。（
質
問
内
容
は
４
～
５
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
）

　

最
終
日
に
は
、
本
会
議
に
お
い
て
審
議
の
結
果
、
全
て
原
案
ど
お
り
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
議
案
等
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一般職職員の給与に関する条例　
　等の改正及び補正予算など可決

▼
一
般
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
等
の
一
部

改
正�

可
決

　

10
月
８
日
付
、
青
森
県
人

事
委
員
会
か
ら
の
職
員
の
給

与
等
に
関
す
る
報
告
及
び
勧

告
に
基
づ
き
、
職
員
の
給
料

月
額
並
び
に
寒
冷
地
手
当
、

期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
の

額
等
を
改
定
す
る
た
め
関
係

条
例
の
整
備
を
行
う
た
め
の

も
の
。

【
主
な
改
正
内
容
】

〇
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例

・�

給
料
表
の
改
定
（
人
事
院

勧
告
の
内
容
に
準
じ
若
年

層
に
重
点
を
お
き
、
全
て

の
職
員
を
対
象
に
給
料
表

を
引
上
げ
）

・�

寒
冷
地
手
当
の
支
給
月
額

を
引
上
げ
改
定

・�

期
末
・
勤
勉
手
当
の
支
給

割
合
改
定
（
令
和
６
年
12

月
期
の
支
給
割
合
を
期
末

手
当
０
・
０
５
月
分
、
勤

勉
手
当
０
・
１
月
分
引
上

げ
）�

ほ
か

▼
令
和
６
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算�

可
決

　

一
般
会
計
予
算
は
、歳
入
・

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
３
７
５
万

８
０
０
０
円
増
額
し
、
補
正

後
の
予
算
総
額
は
88
億
１
６

９
４
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

【
主
な
歳
入
補
正
予
算
】

〇
増
額

・
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

　

２
８
４
２
万
２
０
０
０
円

・�

核
燃
料
物
質
等
取
扱
税
交

付
金

　

２
３
１
４
万
２
０
０
０
円

・�

農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事

業
費
補
助
金

　

１
４
５
４
万
８
０
０
０
円

・�

あ
じ
が
さ
わ
未
来
応
援
寄

附
金　
　

１
０
０
０
万
円

〇
減
額

・�

原
子
力
施
設
立
地
振
興
対

策
事
業
助
成
金

�

１
４
０
０
万
円

【
主
な
歳
出
補
正
予
算
】

〇
増
額

・�

職
員
の
給
与
引
上
げ
に
伴

う
関
連
経
費

　

２
５
２
０
万
２
０
０
０
円

・
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
費

　

１
４
８
７
万
４
０
０
０
円

・
基
金
積
立
金

�

１
０
０
０
万
円

・�

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

繰
出
金

�

６
９
８
万
４
０
０
０
円

・
町
道
等
補
修
事
業

�

４
６
６
万
４
０
０
０
円

▼
専
決
処
分

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算�

承
認

〇
専
決
第
９
号

　

10
月
27
日
執
行
の
衆
議
院

議
員
総
選
挙
費
及
び
最
高
裁

判
所
裁
判
官
国
民
審
査
費
に

急
施
を
要
す
る
予
算
措
置
。

　

歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１

０
８
０
万
４
０
０
０
円
増
額

し
、
補
正
後
の
予
算
額
は
87

億
５
３
１
８
万
２
０
０
０
円

と
す
る
。

▼
工
事
請
負
契
約
の
締
結

�

可
決

【
工
事
名
】

　

茂
平
橋
橋
梁
補
修
工
事

【
工
事
概
要
】

　

橋
梁
保
全
工
事
一
式
、
仮

設
工
一
式

【
仮
契
約
日
】

�

令
和
６
年
11
月
25
日

【
契
約
金
額
】

�

９
６
１
４
万
円

【
契
約
の
相
手
方
】

�

株
式
会
社　

丸
重
組 補修される茂平橋

（ 2 ）

第 ４ 回 定 例 会
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総
括
質
疑
の
よ
う
す

　

第
４
回
定
例
会
総
括
質
疑

の
内
容
を
一
部
抜
粋
し
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

問
【
職
員
採
用
管
理
シ
ス
テ

ム
使
用
料
に
つ
い
て
】

（
佐
藤
薫
議
員
）
補
正
予
算

の
債
務
負
担
行
為
の
補
正
に

計
上
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
概

要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

答
（
神
総
務
課
長
）
今
年
か

ら
マ
イ
ナ
ビ
と
い
う
と
こ
ろ

に
行
っ
て
い
て
、
大
学
生
の

採
用
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
シ
ス
テ
ム
が
２
月
頃
か
ら

始
ま
る
と
い
う
こ
と
で
、
４

月
か
ら
だ
と
遅
い
た
め
早
期

に
対
応
と
い
う
こ
と
で
、
今

回
補
正
し
て
い
ま
す
。

問
（
佐
藤
薫
議
員
）
大
学
生

を
中
心
と
し
た
部
分
に
力
が

入
る
と
い
う
こ
と
で
理
解
し

て
よ
ろ
し
い
で
す
か
。

答
（
神
総
務
課
長
）
大
学
生

に
関
し
て
は
、
募
集
期
日
が

民
間
も
あ
わ
せ
て
早
く
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
対
応

で
マ
イ
ナ
ビ
に
委
託
し
て
い

ま
す
。

　

初
級
に
関
し
て
は
、
期
日

が
変
わ
ら
な
い
の
で
例
年
９

月
に
行
っ
て
い
る
初
級
の
試

験
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

問
【
所
得
税
が
生
じ
る
年
収

１
０
３
万
円
の
壁
引
上
げ
に

つ
い
て
】

（
佐
藤
薫
議
員
）
今
回
の
補

正
予
算
と
直
接
関
連
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
仮
に
年
収
が

１
７
８
万
円
ま
で
国
税
の
所

得
税
同
様
に
、
地
方
税
の
個

人
住
民
税
の
基
礎
控
除
額
が

引
上
げ
と
な
っ
た
場
合
、
町

の
減
収
は
ど
の
く
ら
い
に
な

る
の
か
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

答
（
中
井
総
合
窓
口
課
長
）

仮
に
、
所
得
税
の
基
礎
控
除

額
を
75
万
円
引
上
げ
、
所
得

税
が
非
課
税
と
な
る
給
与
収

入
の
額
を
１
７
８
万
円
ま
で

と
す
る
場
合
、
令
和
５
年
度

住
民
税
課
税
状
況
を
ベ
ー
ス

に
試
算
す
る
と
、
町
民
税
及

び
県
民
税
を
合
わ
せ
１
億
３

２
０
０
万
円
減
と
な
り
、
町

の
歳
入
に
直
接
影
響
の
あ
る

町
民
税
分
で
は
約
８
０
０
０

万
円
（
令
和
５
年
度
町
税
５

税
の
収
入
の
９
・
４
％
）
の

減
収
と
な
る
見
込
み
と
な
り

ま
す
。

町が豪雪対策本部を設置
　12月24日、町内６観測地点の平均積雪深が
89.5㎝となり、その後も降雪が見込まれるこ
とから、町が豪雪対策本部を設置しました。

長平地区の雪のようす

堆雪場所の排雪作業のようす

町道の除排雪作業のようす

歩道の除雪作業のようす

第４回定例会、町が豪雪対策本部を設置
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継
業
バ
ン
ク
事
業
に

つ
い
て

問
・
継
業
バ
ン
ク
と
は
ど
う

い
っ
た
事
業
な
の
か
、
概
要

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁
・
三
上
企
画
観
光
課
長

　

こ
の
継
業
バ
ン
ク
事
業
と

は
、
後
継
ぎ
が
い
な
い
た
め

廃
業
を
考
え
て
い
る
、
伝
統

的
な
味
、
技
術
、
産
業
を
誰

か
に
引
き
継
い
で
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
る
事
業
者
、
経
営

者
等
と
、
そ
の
事
業
を
継
ぎ

た
い
、
産
業
を
守
り
た
い
と

思
っ
て
い
る
人
、
事
業
者
等

を
つ
な
ぐ
シ
ス
テ
ム
と
し

て
、
民
間
企
業
が
運
営
し
て

い
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
一
つ

で
す
。

　

県
内
で
も
、
後
継
者
が
い

な
い
た
め
廃
業
す
る
事
業
者

が
増
え
て
お
り
、
事
業
承
継

の
対
策
と
し
て
青
森
県
が
実

施
し
て
い
る
、
継
が
せ
た
い

事
業
者
発
掘
事
業
に
当
町
も

今
年
度
参
加
し
て
い
ま
す
。

問
・
第
１
次
産
業
、
畑
や
田

ん
ぼ
を
持
っ
て
い
る
方
、
林

業
に
携
わ
っ
て
い
る
方
、
漁

業
、
漁
師
の
後
継
ぎ
な
ど
に

つ
い
て
も
適
用
に
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。

答
弁
・
三
上
企
画
観

光
課
長

　

第
１
次
産
業
で
あ

り
ま
す
農
林
水
産
業

も
、
事
業
を
引
き
継

い
で
ほ
し
い
と
思
っ

て
い
る
事
業
者
、
経

営
者
で
あ
れ
ば
対
象

と
な
り
ま
す
。
そ
の

ほ
か
飲
食
業
、小
売
、

サ
ー
ビ
ス
、
観
光
、

宿
泊
事
業
等
々
に
つ

い
て
も
対
象
に
な
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

く
れ
る
方
が
い
れ
ば
対
象
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

問
・
こ
の
事
業
は
最
長
何
年

の
契
約
が
で
き
、
ま
た
町
は

何
年
実
施
す
る
予
定
な
の
か

伺
い
ま
す
。

答
弁
・
三
上
企
画
観
光
課
長

　

県
の
今
年
度
の
事
業
で
あ

り
、
今
の
と
こ
ろ
令
和
７
年

３
月
31
日
ま
で
の
契
約
と
な

り
ま
す
が
、
来
年
度
も
県
が

継
続
し
て
実
施
す
る
と
い
う

こ
と
で
あ
れ
ば
、
ま
た
１
年

契
約
期
間
が
延
び
る
予
定
で

あ
り
、
県
の
実
施
状
況
を
み

て
、
事
業
実
施
の
判
断
を
し

て
い
き
た
い
。

問
・
将
来
、
店
を
見
ず
知
ら

ず
の
人
に
譲
り
渡
す
と
い
う

の
は
、
１
年
や
そ
こ
ら
で
決

め
る
の
は
難
し
い
と
思
い
ま

す
。
で
き
れ
ば
長
い
目
で
５

年
、
10
年
の
期
間
を
見
据
え

て
ほ
し
い
と
思
う
の
で
す

が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

答
弁
・
三
上
企
画
観
光
課
長

　

こ
の
事
業
承
継
に
は
５
年

か
ら
10
年
も
か
か
る
と
言
わ

れ
て
お
り
ま
す
。
短
期
間
で

決
め
る
こ
と
は
大
変
難
し
い

事
業
で
も
あ
り
ま
す
。
町
と

し
て
は
、
長
期
に
わ
た
っ
て

の
支
援
に
つ
い
て
、
関
係
機

関
と
と
も
に
連
携
し
な
が
ら

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

問
・
こ
の
事
業
か
ら
移
住
と

い
う
選
択
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
移
住
に
対
し
て
の
取
り

組
み
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

答
弁
・
三
上
企
画
観
光
課
長

　

こ
の
事
業
に
申
し
込
む
方

と
い
う
の
は
、
お
そ
ら
く
県

外
か
ら
来
る
方
が
多
い
と
思

い
ま
す
。
町
へ
移
住
・
就
業

す
る
場
合
の
移
住
支
援
金
、

ま
た
県
外
か
ら
移
住
す
る
場

合
の
移
住
起
業
支
援
金
等
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
空

問
・
町
民
が
親
し
ん
で
い
る

飲
食
店
の
味
も
、
引
き
継
ぐ

こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う

か
。

答
弁
・
三
上
企
画
観
光
課
長

　

名
店
等
の
味
、
お
店
等
々

に
つ
い
て
は
、
引
き
継
い
で

継
業
バ
ン
ク
事
業
を
活
用
し
、
事
業
の
引
き
継
ぎ
を

 

答〈
関
係
機
関
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
〉

　

12
月
定
例
会
で
は
、
２
名
の
議
員
が
質
問
し
ま
し
た
。
一
般
質
問
で
は
町
の
行
財
政
全
般

に
関
し
町
長
の
考
え
や
、
町
の
施
政
方
針
を
問
い
ま
す
。

き
家
バ
ン
ク
を
西
北
五
圏
域

で
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

問
・
当
事
業
へ
の
支
援
な
ど

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
伺
い
ま
す
。

答
弁
・
三
上
企
画
観
光
課
長

　

町
内
で
事
業
承
継
す
る
方

が
新
た
に
事
業
を
創
業
す
る

と
い
う
場
合
は
、
町
の
創
業

支
援
事
業
補
助
金
、
空
き
店

舗
を
活
用
し
て
事
業
を
何
か

始
め
る
と
い
う
場
合
は
、
空

き
店
舗
等
活
用
対
策
事
業
補

助
金
等
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

そ
の
方
が
事
業
資
金
等
々
を

借
入
れ
す
る
場
合
に
は
、
利

子
補
給
金
等
の
補
助
金
も
あ

り
ま
す
。

意
見
・
当
町
は
、
第
１
次
産

業
の
み
な
ら
ず
、
第
３
次
産

業
へ
の
依
存
率
が
高
く
、
空

き
家
、
空
き
店
舗
も
目
立
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
を
生

か
し
て
、
当
町
の
産
業
を
衰

退
さ
せ
な
い
と
と
も
に
、
人

口
減
少
対
策
へ
の
チ
ャ
ン
ス

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
の

で
、
支
援
を
検
討
い
た
だ
き

た
い
。

菊谷　忠光議員

町が事業者に配布した継業バンクのチラシ

（ 4 ）

一般質問／町政に問う！
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高
校
生
へ
の
支
援
に

つ
い
て

未
来
応
援
と
し
て
、
町
内
の
高
校
生
に
支
援
を
し
て
は

 

答〈
将
来
を
見
越
し
た
取
り
組
み
と
し
て
、検
討
し
て
い
き
た
い
〉

問
・
鰺
ヶ
沢
高
校
存
続
の
た

め
に
年
間
５
０
０
万
円
以
上

支
援
す
る
こ
と
の
意
義
と
効

果
に
つ
い
て
、
町
に
考
え
方

等
を
伺
い
ま
す
。

答
弁
・
清
野
学
校
教
育
課
長

　

鰺
ヶ
沢
高
校
は
、
青
森
県

立
高
等
学
校
教
育
改
革
推
進

計
画
の
第
２
期
計
画
に
お
い

て
地
域
校
と
し
て
配
置
さ
れ
、

募
集
人
員
に
対
す
る
入
学
者

の
割
合
が
２
年
間
継
続
し
て

２
分
の
１
未
満
、
つ
ま
り
20

人
未
満
と
な
っ
た
場
合
に
、

募
集
停
止
等
に
向
け
て
高
校

所
在
市
町
村
等
と
協
議
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
に
は
、
か
つ
て
国
や
県

の
出
先
機
関
が
あ
り
ま
し
た

が
、
徐
々
に
な
く
な
り
、
さ

ら
に
鰺
ヶ
沢
高
校
が
募
集
停

止
と
な
っ
た
場
合
、
町
の
活

気
が
失
わ
れ
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
町

内
の
中
学
生
が
選
択
で
き
る

高
校
が
１
つ
少
な
く
な
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
う
い
っ

た
事
態
に
な
ら
な
い
よ
う
、

町
は
高
校
や
関
係
機
関
等
と

一
体
と
な
っ
て
高
校
の
魅
力

化
に
取
り
組
み
、
そ
し
て
地

元
の
高
校
存
続
に
向
け
て
努

力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

問
・
高
校
選
択
の
考
え
方
を

お
聞
き
し
ま
す
。

答
弁
・
阿
彦
教
育
長

　

中
学
校
に
お
け
る
進
路
指

導
で
は
、
教
育
相
談
や
進
路

希
望
調
査
及
び
３
者
面
談
な

ど
を
通
し
て
、
生
徒
本
人
が

行
き
た
い
高
校
を
自
由
に
決

定
し
て
い
ま
す
。
あ
く
ま
で

も
生
徒
個
人
の
希
望
に
よ
り

高
校
が
選
択
さ
れ
て
お
り
、

鰺
ヶ
沢
高
校
存
続
の
た
め
に

応
援
は
し
て
い
ま
す
が
、
決

し
て
強
制
や
強
要
は
し
て
い

ま
せ
ん
。

問
・
鰺
ヶ
沢
高
校
に
入
学
す

る
町
内
及
び
町
外
の
生
徒

へ
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
れ
く
ら
い

支
援
し
て
い
る
の
か
、
伺
い

ま
す
。

答
弁
・
清
野
学
校
教
育
課
長

　

鰺
ヶ
沢
高
校
へ
の
助
成
金

に
つ
い
て
は
、
高
校
の
後
援

会
へ
一
括
し
て
支
出
し
、
今

年
度
の
事
業
と
し
て
は
、
検

定
試
験
や
学
校
行
事
等
、
入

学
時
の
必
要
経
費
、
定
期
代

の
購
入
、
部
活
動
の
支
援
、

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
の
交
通

費
と
鰺
高
み
ら
い
塾
の
実
施

事
業
等
に
対
す
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。
令
和
５
年
度
の
助

成
実
績
は
、
定
期
代
38
万
９

９
５
円
、
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー

ル
交
通
費
４
万
５
０
０
０
円

等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
・
鰺
ヶ
沢
高
校
に
入
学
す

る
町
外
及
び
町
内
の
生
徒
に

対
し
て
、
定
期
代
や
入
学
準

備
金
と
し
て
間
接
的
に
支
援

し
て
い
ま
す
が
、
鰺
ヶ
沢
高

校
に
入
学
し
な
い
生
徒
に
対

し
て
は
、
支
援
は
一
切
な
い

こ
と
に
な
り
ま
す
。
町
内
の

高
校
生
に
対
し
て
未
来
応

援
、
子
育
て
応
援
と
い
う
形

で
支
援
し
た
上
で
、
鰺
ヶ
沢

高
校
に
入
学
す
る
町
外
の
子

に
も
支
援
す
る
と
い
う
の

が
、
本
来
の
考
え
と
思
い
ま

す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

答
弁
・
清
野
学
校
教
育
課
長

　

県
内
で
は
、
閉
校
に
伴
っ

て
地
元
に
高
校
が
な
く
な
っ

た
自
治
体
が
、
子
育
て
世
帯

の
負
担
軽
減
、
教
育
環
境
の

充
実
等
を
目
的
と
し
、
公
共

交
通
機
関
等
を
利
用
し
て
通

学
す
る
高
校
生
を
対
象
に
、

そ
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
通
学

生
へ
の
助
成
制
度
や
支
援
制

度
に
つ
い
て
は
、
県
や
近
隣

市
町
村
等
の
動
向
を
見
な
が

ら
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

問
・
鰺
ヶ
沢
高
校
に
入
学
し

な
い
町
内
の
高
校
生
へ
の
支

援
を
検
討
し
て
い
た
だ
け
な

い
か
、
伺
い
ま
す
。

答
弁
・
平
田
町
長

　

町
の
鰺
ヶ
沢
高
校
存
続
の

取
り
組
み
と
、
町
内
の
高
校

生
に
対
す
る
支
援
は
、
同
じ

と
こ
ろ
で
論
じ
る
べ
き
で
は

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
町

内
の
高
校
生
へ
の
支
援
に
つ

い
て
は
、
将
来
を
見
越
し
た

取
り
組
み
だ
と
思
い
ま
す
の

で
、
こ
れ
か
ら
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　

一
方
で
町
は
、
生
ま
れ
る

前
、
生
ま
れ
て
か
ら
、
小
中

高
校
生
と
様
々
な
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
４
月

か
ら
は
18
歳
ま
で
の
医
療
費

無
償
化
も
行
い
、
徐
々
に
支

援
の
幅
は
広
げ
て
い
る
状
況

は
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

※
菊
谷
議
員
は
、
こ
の
ほ
か

に
も
次
の
よ
う
な
質
問
を
し

て
い
ま
す
。

◆
町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て

問
令
和
５
年
度
決
算
で
は
、

経
常
収
支
比
率
が
令
和
２
年

度
に
次
い
で
高
い
値
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
要
因
と
令

和
６
年
度
の
見
込
み
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

答
令
和
５
年
度
の
経
常
収
支

比
率
の
う
ち
、
高
い
数
値
の

費
目
が
人
件
費
、
補
助
費
、
公

債
費
、
繰
出
金
で
あ
り
ま
す
。

令
和
６
年
度
の
見
通
し
に
つ

い
て
は
、
予
算
ベ
ー
ス
で
試

算
す
る
と
、
費
目
ご
と
に
増

減
は
あ
る
も
の
の
、
大
き
な

変
動
が
な
い
た
め
、
令
和
５

年
度
と
ほ
ぼ
同
率
の
高
い
数

値
と
な
る
と
思
い
ま
す
。

菊谷　尚久議員

創立から81年を迎えた鰺ヶ沢高校

（ 5 ）
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知
事
を
囲
む
行
政
懇
談
会

【
第
68
回
町
村
議
会

�

議
長
全
国
大
会
】

　

11
月
13
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー

ル
（
東
京
都
）
に
お
い
て
、

町
村
議
会
議
長
全
国
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
は
じ
め
に

「
議
会
へ
の
多
様
な
人
材
参

画
及
び
議
会
の
機
能
強
化
」

な
ど
要
望
37
件
が
大
会
に
提

案
さ
れ
、
説
明
の
後
に
満
場

一
致
で
決
定
し
ま
し
た
。

　

次
に
採
択
さ
れ
た
要
望
事

項
を
踏
ま
え
、
緊
急
か
つ
重

要
な
課
題
と
し
て
解
決
を
図

る
必
要
が
あ
る
「
東
日
本
大

震
災
及
び
令
和
６
年
能
登
半

島
地
震
等
か
ら
の
復
旧
・
復

興
、
原
子
力
発
電
所
事
故
へ

の
対
応
及
び
防
災
・
減
災
対

策
の
確
立
を
求
め
る
特
別
決

議
」「
少
子
化
対
策
の
推
進

及
び
東
京
一
極
集
中
の
是
正

を
求
め
る
特
別
決
議
」
に
つ

い
て
提
案
さ
れ
、
満
場
一
致

で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
終
了
後
は
、
中
央
大

学
法
科
大
学
院
教
授
、
森
・

濱
田
松
本
法
律
事
務
所
客
員

弁
護
士
の
野
村
修
也
氏
に
よ

る
「
地
方
創
生　

成
功
の

鍵
」
と
題
し
た
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。

【
県
選
出
国
会
議
員
と
の

�

懇
談
会
】

　

11
月
12
日
、
全
国
町
村
会

館
（
東
京
都
）
に
お
い
て
、

青
森
県
町
村
議
会
議
長
会
主

催
の
県
選
出
国
会
議
員
と
の

懇
談
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

懇
談
会
で
は
県
内
の
町
村
議

会
議
長
が
、
国
会
議
員
に
そ

れ
ぞ
れ
の
町
村
の
現
状
等
に

つ
い
て
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

11
月
５
日
、
ホ
テ
ル
青
森

（
青
森
市
）
に
お
い
て
、
知

事
を
囲
む
行
政
懇
談
会
が
行

わ
れ
、
西
北
津
軽
郡
町
議
会

議
長
を
代
表
し
、
田
中
亨
議

長
が
、
有
害
鳥
獣
被
害
対
策

に
つ
い
て
「
農
林
産
物
の
被

害
は
後
を
絶
た
ず
、
地
域
で

連
携
し
被
害
防
止
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
る
も
の
の
、
対

策
に
つ
い
て
の
専
門
家
、
担

い
手
不
足
等
に
よ
り
、
継
続

し
た
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が

困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

有
害
鳥
獣
の
生
息
数
等
の
把

握
と
被
害
防
止
対
策
、
狩
猟

者
の
人
材
育
成
・
確
保
に
つ

い
て
予
算
上
で
も
県
の
支
援

を
お
願
い
し
た
い
」
と
要
望

を
し
、
宮
下
宗
一
郎
県
知
事

が
「
人
口
減
少
で
里
の
方
に

人
が
い
な
く
な
っ
て
き
た
こ

と
も
あ
り
、
有
害
鳥
獣
が
山

か
ら
下
り
て
き
て
い
る
と
い

う
の
が
県
内
各
地
の
実
態
か

と
思
い
ま
す
の
で
、
県
と
し

て
も
鳥
獣
対
策
は
し
っ
か
り

と
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。

そ
の
場
合
は
現
地
を
知
る
町

村
の
皆
さ
ん
に
、
ぜ
ひ
ご
協

力
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
」と
回
答
し
ま
し
た
。

町村議会議長全国大会
西北津軽郡町議会議長会視察研修

全国大会
視察研修

　

11
月
11
日
か
ら
13
日
ま
で
町
村
議
会
議
長
全
国
大
会
、

西
北
津
軽
郡
町
議
会
議
長
会
の
視
察
研
修
（
東
京
ほ
か
）

が
行
わ
れ
、
田
中
亨
議
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

県選出国会議員との記念撮影

参加した西北津軽郡町議会議長

町村議会議長全国大会のようす

あいさつをする宮下宗一郎県知事

県に対し要望を述べる田中亨議長

（ 6 ）

議　 会　 活　 動
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２
月
６
日
、
町
役
場
委
員
会

室
で
第
１
回
議
会
改
革
特
別
委

員
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

議
会
改
革
特
別
委
員
会
は
、

令
和
６
年
第
２
回
定
例
会
で
議

会
基
本
条
例
の
検
証
を
含
む
議

会
改
革
に
関
す
る
調
査
・
検
討

を
行
う
た
め
設
置
さ
れ
、
委
員

は
、
令
和
６
年
改
選
後
の
議
員

か
ら
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
今
後
の
活
動
や

取
り
組
み
に
つ
い
て
話
合
い
を

し
ま
し
た
。

令和７年
鰺ヶ沢町消防団出初式

◇令和６年議会　開催状況◇開催時期 本会議
日　数

一般質問した
議　 員 　数

傍聴者数
（全日数）

臨時会

第１回
（１月26日） １日 － ２人

第２回
（４月10日） １日 － －

第３回
（５月17日） １日 － －

定例会

第１回
（３月議会） ４日 ２人 ２人

第２回
（６月議会） ３日 ４人 13人

第３回
（９月議会） ４日 ４人 ３人

第４回
（12月議会） ３日 ２人 21人

　鰺ヶ沢町消防団出初式が、１月12日行わ
れ、消防団員が分列行進し、防火防災への
誓いを新たにしていました。今年の分列行
進は鰺ケ沢駅前付近で行われました。

第１回議会改革特別委員会
～今後の活動に向けて～

鰺ケ沢駅前付近で行われた分列行進のようす 式典で祝辞を述べる田中亨議長

第１回議会改革特別委員会のようす

議 会 活 動 、 議 会 開 催 状 況
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▼
２
月
28
日
（
金
）

　
　

開
会
予
定
で
す

　
《
開
会
後
の
日
程
は

　
　
　

次
の
と
お
り
で
す
》

▽
３
月
６
日
（
木
）

　
　

一
般
質
問

▽
３
月
７
日
（
金
）

　
　

総
括
質
疑

　
　

各
常
任
委
員
会

　
　

予
算
特
別
委
員
会

▽
３
月
10
日
（
月
）

　
　

討
論
、
採
決
、
閉
会

　議会日程は、議会運営委員会において正式
に決定されます。
　開会中は町役場１階町民ホールのモニター
に、議会のようすが流れています。
　開催日程、一般質問の議員氏名、質問事項
については町防災無線、町ホームページでお
知らせします。
　詳しくは、議会事務局へお問い合わせくだ
さい。

令和７年 第１回定例会の予定

特集　はつらつチャレンジャーは休載します。

渋谷悦男氏、東條一彦議員　町功労褒賞を受賞
　

２
月
15
日
、
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
令
和

６
年
度
町
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
町
功
労
褒
賞
を
渋
谷

悦
男
氏
（
元
町
議
会
議
長
）、
東
條
一
彦
議
員
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
賞
は
、
多
年
に
わ
た
り
町
議
会
議
員
と

し
て
町
政
進
展
に
貢
献
さ
れ
る
と
と
も
に
、
卓
越
し

た
識
見
を
も
っ
て
公
共
福
祉
の
向
上
を
図
る
な
ど
地

方
自
治
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
と
し
て
表

彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
受
賞
者
を
代
表
し
渋
谷
悦
男
氏
が
謝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

表彰を受ける渋谷悦男氏

表彰を受ける東條一彦議員

町 功 労 褒 賞 受 賞
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